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今月のトピックス

様子 

地域の皆様とのご縁 
近隣地域の方との繋がりで事業所に空き缶を提供し

て頂きました。当事業所では空き缶や金属を回収しリサ

イクル作業も行っています。この作業には複数のご利用

者が携わり、皆様日々一生懸命に取り組まれています。

リサイクル作業は容易に取り組むことのできる作業の

一つであり、良い機会となっています。 

今後も皆様のご協力を頂けると幸いです。 

 

採れたての野菜はいかがですか？ 
６月１７日に開催されたけやきの里保護者会に、宝塚さざんかの家の利用者様と職員が来られ、「じゃが

芋の出張販売」をして下さいました。そのじゃが芋は「さざんか農園」で作られたもので、メークインも男

爵もとても美味しそうでした。 

 「突然の押しかけ販売だったのに、たくさん買って頂きありがとうございました！」と販売員の皆様は大

喜びされていました。購入して下さった皆様、ありがとうございました！ 

 今回、思いもよらず楽しいひと時を頂いたので、 

「さざんか農園」のご紹介をさせて頂きます。 

農園は宝塚あしたば園の裏手にあり、これまでに 

も宝塚あしたば園等々、利用者様の農耕活動に活用 

されてきました。私が宝塚あしたば園に勤務してい 

た頃は、まだまだ大きな石がごろごろしており、整 

備に苦労したことを覚えていますが、今はとても立 

派な畑ができています。 

農園活動には、宝塚さざんかの家の方はもちろんのこと、「あしたばバス運転手の田中さん」という大き

な協力者もおられ、先日も「今年はトマトが当たり！」と話されていました。様々な野菜が元気に育ってお

り、収穫後は関係者向けに販売されています。 

他事業所の支援や活動を知ることで、けやきの里にも活かせることがないかと模索しながら、より良いサ

ービスに繋げていきたいと思います。 

所長 福田 加奈子 

 

資材を運ぶことも仕事

の一つです。 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
6 月に入り、暑い日々が続いております。皆様体調お変わりないでしょうか。当事業所 6 月の感染症対策

委員会で水分補給について水分量や衛生管理の在り方について管理栄養士を交えて共有しました。またテレ

ビニュース等でも報道されていますが、この時季は食中毒が多くなる季節なので注意したいですね。 

話は変わりますが暑い季節の乗り越え方、涼しい過ごし方の工夫について皆様からご意見頂けると幸いで

す。是非とも当事業所でも参考にさせて頂きたいと思います。 

主任・サービス管理責任者 片山 翼 

 

社会福祉法人 宝塚さざんか福祉会 宝塚けやきの里 

〒665-0825 兵庫県 宝塚市 安倉西 4 丁目 1 番 1 号 TEL:0797-81-9161 FAX:0797-81-9162 

e-Mail:keyakinosato@sazankafukushi.com HP: http://www.sazankafukushi.org/ 

ソーシャルワーク実習生を受け入れています。 
ソーシャルワーク実習とは社会福祉士養成課程における必修科目であり、これまで相談援助実習と呼ばれ

ていたものです。令和元年に厚生労働省により社会福祉士養成課程における教育内容等の見直しが行われ、

現場実習についてもその内容と名称が変更になりました。この度の改正では従来と比較し、内容が多岐に渡

っています。その詳細※は実習指導ガイドラインに示されています。 

近年、社会福祉領域においては地域共生社会の実現、地域を含めた包括的な支援体制の構築、感染症や自

然災害等、社会の変化に対応し得るきめ細やかな対応、安定的な事業運営や質の高いサービスの提供等と幅

広く柔軟に対応していくことが求められています。実際の事業運営上でもこれらのことが現実的に成し遂げ

られるよう、我々は日々の実践を見直し、これら質の向上に繋げていかなければなりません。サービスの質

が向上すればそれに自然と付随する形で受け入れ施設側の実習指導体制もその質が高まっていくものだと考

えます。 

このようにある意味では実習指導ガイドラインに示された内容は、専門職としての社会福祉士は勿論のこ

と、ひいては施設や機関等、実践の場に求められていることだとも解釈できると思います。 

ここで改めて我々が実習学生を受け入れする目的を 

共有しておきます。我々事業所が地域社会において、 

一つの社会資源であるという側面から社会的責務を果 

たす役割を担っており、将来の福祉人材育成に寄与す 

ることをねらいとしています。 

また実習受け入れを通して我々職員のスキルアップ 

を図り、実習学生が外部の目となることで様々な気づ 

きに触れ、サービスの質の向上へと繋げていきます。 

今年度は大学や専門学校等の養成機関との新たなご 

縁があり、年度内に他にも実習学生をお受け入れする 

予定です。 

 

※厚生労働省：「社会福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」https://www.mhlw.go.jp/content/000523365.pdf 


